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【目的】

　雪国に住む私達にとって、除雪は身近な存在である。除雪には融雪剤を用いることがあるが、現在の融雪剤は金属

の劣化、植物の枯死など環境への悪影響を及ぼすことがある。また、先行事例や先行研究として以下のことが挙げら

れる。

・青森県では、多く廃棄されているホタテの貝殻から塩害の少ない独自の融雪剤を生成することに成功して　いる(炭酸
カルシウムに酢酸を加えて酢酸カルシウムを作る)。
・現在使用されている融雪剤の成分は、酢酸カルシウム、酢酸カリウム、酢酸マグネシウム、

　尿素、酢酸カルシウム、混合試薬(＊)である。
　(＊)酢酸カルシウムと酢酸マグネシウムを同じ物質量混ぜ合わせたもの
・カリウムを多く含むもみ殻や米ぬかを燃焼させた灰から、炭酸カリウムが生成可能である。

　本研究では既述の試薬について実験①〜③で比較した。また、目的の融雪剤生成について必要な成分の抽出を実

験④で試みることで、塩害が起きにくく効果の高い融雪剤を秋田県の廃棄物を用いて生成することを目的とする。

【材料および方法】

今回、上記の試薬６種類と市販の融雪剤について実験を行った。

実験①各試薬による氷の溶け具合を調べる。

実験②各試薬による溶液の凝固点を調べる。(試薬量0.0300mol、0.0900mol、0.130mol)
実験③(1)各試薬による金属への塩害(＊)の有無を調べる。
　　　 (2)各試薬による植物への塩害(＊)の有無を調べる。
　　(＊)本研究では、水溶液のpHが酸性であることに加えて、鉄釘を錆びさせること、
　　　　植物が枯れることを塩害とする。

実験④炭酸カリウムを生成する。

【結果】

実験①氷がよく溶ける試薬は、酢酸カリウムと塩化カルシウムだった。

実験②凝固点が従来の融雪剤以下の試薬は、酢酸カリウム、酢酸マグネシウム、酢酸カルシウム、

　　　 混合試薬だった。
実験③(1)鉄釘が錆びなかった試薬は、尿素、酢酸カルシウム、酢酸マグネシウム、混合試薬だった。

(2)植物の枯れかたによる比較実験では、温度管理が不十分で塩害についての考察はできな かった。　　　　
土壌のpHが中性、塩基性になった試薬は、酢酸カリウム、塩化カルシウム、 酢酸カルシウム、
　　　　尿素だった。

実験④粉末状の米ぬかの灰から抽出した白色の粉末で炎色反応の実験を行うと、赤紫色に近い炎色が観察　　　され

た。

【考察】

　実験①～③の結果より、融雪の効果が期待できる、塩害が起きにくい融雪剤の候補の成分は、酢酸カリウムである。

　また、 実験④の結果より米ぬかからカリウムを含む化合物が抽出できたと判断した。抽出した物質が炭酸カリウムで
あれば、酢酸を反応させて酢酸カリウムを作り出すことで、秋田県の廃棄物を利用した独自の融雪剤を作り出すことが

できると思われる。
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